1． 機器の概要
     YRP301M （COMPASS specialシステム）は、業務用特定小電力トランシー
      バー用の中継装置で、地下の作業用通路や、トンネル、シールドルーム
      といった、いわゆる閉鎖された空間（電波が遮断された空間）、こうし
      た電波の不感地帯での無線通信を可能にする事を目的として、商品化さ
      れました。
2． 機器の特長
（1） 無線中継装置を有線接続することで、今まで以上の広域通信が可能
           になりました。
（2） 有線での接続で、従来不可能だった場所での無線通信が可能になり
　　　　　ました。
（3） 中継装置のエリア内であれば、チャンネルは変える必要無く運用す
           る事ができます。
（4） 無線機は、業務用特定小電力トランシーバーが使えます。
　　　　　（FTH-301M、FTH-105、HX815、HX811、HX809）
（5） 使用する子機の台数制限はありません。
　　　　　（何台使っても大丈夫です。）
（6） チャンネルはセミデュープレックス用18CH、トーンスケルチ、
　　　　デジタルスケルチの設定が手動で行なえます。
（7） YCX885A（コンパススペシャルコントローラー）を接続し、
　　　　強制割り込みや一斉緊急通信が行えます。
3． システム構成
（1） 基本システム
　　　　COMPASS specialシステム（YRP301M）は、以下の構成によって、使用が可能になります。
         ・　ＹＲＰ３０１Ｍ       　　　 ２台以上
· 子機                  FTH-301M・FTH-２05

                      HX815・HX809・HX811

· 付属品                取付け金具（ｽﾃﾝﾚｽ製）
（2） オプション
· ＹＣＸ８８５Ａ（卓上型コントローラー）
        （その他）
· コントロールケーブル（６芯or４芯）
· 安定化電源装置（４Ａ程度のもの）
４．接続方法
      （１）コントロールケーブルの接続
1  ６芯ケーブルをスイッチ以外の端子に接続する。
　　（同一端子に同色のケーブルを接続してください。）
2 YRP301Mそれぞれに電源を供給する時は、４芯ケーブルを使用
　　して、電源とスイッチ以外の端子に接続する。
·  参考    端子説明図
            １　  ２   ３ 　 ４   ５　  ６   ７ 　 ８
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            電  電   電　　電　 制  制   音  音
            源  源   源　　源　 御  御   声  声
            入  入   出　　出　 信  信   信  信
            力  力   力　　力　 号  号   号  号
            ＋  －   ＋  －   ＋  －   ＋  －
        ① 電源入力    ＋  電源入力端子  ＋
2  電源入力    －  電源入力端子  － 

3  電源出力 　  ＋　電源出力端子　　＋
4  電源出力  　　－ 電源出力端子　　－ 

5  制御        ＋  YRP301Mの送受信制御信号端子 ＋
6  制御        －  YRP301Mの送受信制御信号端子 －
7  音声信号    ＋  YRP301Mの音声信号端子       ＋
8  音声信号    －  YRP301Mの音声信号端子       －                                

           ＦＵＳＥ    １Ａ
           DC  JACK   ＡＣアダプター用電源入力
                                           ＋      ●        －
（3） システム接続図
1 YRP301Mを２台接続



        YRP301M                                             YRP301M


                                                          DC13.8V供給
                              ｺﾝﾄﾛｰﾙｹｰﾌﾞﾙ

· すべてのYRP301Mと子機（特定小電力トランシーバー）は、すべて
別チャンネルでの運用をお願い致します。
2 YRP301Mを３台接続


                   YRP301M                YRP301M





          DC13.8V供給
       ★ ①同様にYRP301Mと子機はすべて別チャンネルでの運用をお願い致します。

（4） 電源の供給方法
1  個別給電    コントロールケーブルの引き回しが長い時、又は
                          各中継装置の設置場所にAC電源がある時など。

                   YRP301M                                  YRP301M 

                      ４芯ケーブルで信号のみ伝送
DC13.8V供給                                              DC13.8V供給
2  集中給電    コントロールケーブルが短く、又は片方の設置
                          場所にAC電源が無い場合。

                   YRP301M                                   YRP301M


                  ６芯ケーブルで電源・信号を伝送
      DC13.8V集中供給
· この場合のコントロールケーブルの引き回し可能距離は、
別途ケーブル対照表などから算出してください。
５．使用方法
· 通常は、本機を２台以上接続して、他の携帯型無線機との連絡を行な
        います。必ず本機と携帯機のチャンネルおよびグループ番号等を合わ
        せてからご使用ください。
＜注意・１＞
    スタンダードブランドの携帯機は、本機チャンネル番号と表示が異なり
    ますのでご注意ください。
· スタンダードブランド機は、中継モードを使用してください。
· ヤエスブランド機は、本機と同じ番号に合わせてください。
＜注意・２＞
    スタンダードブランド機は、本機のデジタルモードでのご使用は出来ま
    せん。またFTH-105は、本機チャンネル12～14でグループ・デジタルは
    無しでご使用ください。
· ご使用になる携帯機の設定については、それぞれのマニュアルを参照し、ご確認ください。
（1）  チャンネル設定・変更方法
     <アドバイス>

      アナログトーン（グループ）番号は、01～38までの中から任意に設定すること
      が出来ます。
      デジタル番号も同様に、01～99まで任意に設定することが出来ますが本システムでは使用できません。
      （スタンダードブランドおよびFTH-105は使用できません。）
       モードボタンを押すたびに
① １桁目を合わせます。            ② 10桁目を合わせます。
③ 番号を決定します。              ① へ再度戻ります。
                                               の動作を繰り返します。
    ＜アナログトーンの使い方＞
1  本機電源および無線機の電源を入れます。
          （無線機のツマミを、12時の位置へ）
2  ▲または▼ボタンを押して、使用したいチャンネルに合わせます。
3  ディスプレイに「Ｔ」が点灯するまで、MODEボタンを押し続けます。
4  MODEボタンを0.5秒以上押し続けると、トーン番号の1桁目が約5秒点滅しますので、▲/▼ボタンを押して希望の番号に合わせます。
5  最後に、MODEスイッチを押してトーン番号を決定します。
    ＜デジタルの使い方＞このモードでは使用できません
1  本機電源および無線機の電源を入れます。
          （無線機のツマミを、12時の位置へ）
     ② ▲または▼ボタンを押して、使用したいチャンネルに合わせます。
     ③ ディスプレイに「D」が点灯するまで、MODEボタンを押し続けます。
4  MODEボタンを0.5秒以上押し続けると、デジタル番号の1桁目が約5秒点滅しますので、▲/▼ボタンを押して希望の番号に合わせます。
5  最後に、MODEスイッチを押してデジタル番号を決定します。
    ＜キーロックのかけかた＞
1  チャンネルの設定が終了したら、一旦無線機の電源を切ります。
2  MODEボタンを押しながら、再度無線機の電源を入れてください。
3  ディスプレイに「鍵」のマークが点灯したら操作は終了です。
4  この操作を繰り返すと、キーロックは解除されます。
    ＜通話時間について＞ 
     本機から連続送信できる時間は、電波法で3分以内と定められています。
     連続通話時間が、3分を超えると自動的に終話いたします。
６．運用例
     （１）基本運用   

           システム構成   ・ YRP301Mを２台接続する。
· コントロールケーブルは100mまで
           使用方法      ・ 電源は集中給電でOK

· YRP301Mのチャンネルは基本的に別々に設定してください
· 子機の使用台数制限はなし。



                                        YRP301M(1)



DC13.8V IN

· 同一チャンネルにするとYRP301M(1)と(2)の電波が重なる位置では、ビート障害が発生致します。

                   ｹｰﾌﾞﾙ延長
                      100m

                                        YRP301M(2)




                             ＊子機はチャンネルを変えずに２台のYRP間を
                               移動する事が可能です。
（2） YCX885Aとの接続運用例
           システム構成   ・ YRP301Mを２台とYCX885Aを接続する。
· コントロールケーブルは100mまで
           使用方法      ・ 電源はYCX885Aからの集中給電で可能。
· YRP301Mは同一チャンネルで運用可能。
· YCX885Aから強制割込みが行なえる。
· 使用する子機の台数制限はなし。




                   YRP301M                                  YRP301M 




                  YCX885A




    DC13.8V IN 

· 子機どうしが通話を行なっている時でもPTTを押している子機以外
　すべてに対して、YCX885Aからの音声を聞かせる事ができます。
           またすべての子機の会話をモニターする事も可能です。   

７．設置・工事
（1） 手続など
      特定小電力トランシーバーですので免許の申請や使用上の手続は
      一切不要です。
     （２）設置工事
· 防雨構造のケースを使用してありますので、接合部分に防水テー
             プなどを巻く事で、屋外での設置が可能です。
· 機器は、専用取付金具を使用して、アンテナを上向きにして固定
             してください。
· ケーブル取付け部（グランド部）は、防水テープやビニールテー
             プを巻いて処理を行なってください。
· ケーブルの取付けは、本体のふたを開け、図のような端子板に
　　取付けてください。
                  （本体端子板）
                     電  電   電　　電  制  制   音  音
                     源  源   源　　源  御  御   声  声
                     入  入   出　　出  信  信   信  信
                     力  力   力　　力  号  号   号  号
                     ＋  －   ＋  －   ＋  －   ＋  －
· ２台以上連結する場合は、端子板に並列につないでください。
· 使用されるケーブルについて
  ごく一般的な通信用ケーブルの抵抗値
· 推奨するケーブルの規格：MVVS （通信用シールド付ケーブル）

            芯線の太さ     １ｍ当りの抵抗値         1000ｍ当りの抵抗値
              0.2 mm2          0.1   Ω                 100Ω
              0.3 mm2          0.067 Ω                  67Ω   

              0.5 mm2          0.04  Ω                  40Ω
              0.75mm2          0.026 Ω                  26Ω 

              0.9 mm2          0.022 Ω                  22Ω  

              1.25mm2          0.016 Ω                  16Ω       

              2.0 mm2          0.01  Ω                  10Ω   

    （３） 使用上の注意
       （設置環境）次の様なところでは、ご使用にならないでください。
· 湿気が多いところ             ◇ 埃や金属粉が多いところ
· 腐食性のガスがあるところ
         ◇ 金属の壁に囲まれた狭い部屋   ◇ 振動の多いところ
· 強い磁気や電気ノイズを出す製品の近く
· 油脂や油蒸気などが本機にかかる恐れのあるところ
       （！）本機が採用している規格の無線設備の使用が禁止されている
             ところ。
       （！）本機の外装ケース（金属製）と内部回路のグランドは、導通構造
             となっています。 

             動力系や、電力系など比較的ノイズを発生しやすい装置に本機を
             取り付ける場合は、それらの装置と本機が絶縁状態となるように
             取り付けてください。
       （！）コントロールケーブルの配線は、ノイズ､誘導ハム等の混入を防
             ぐため､動力線､電力線の近くに配線しないでください。      

       （！）防爆指定地域での設置及び使用はご遠慮ください。
（お取り扱い）
         ◇ 本機は電子機器ですので、落下させたり強い衝撃を与えないで
            ください。
８．仕様 

        型式名             

                            ＹＲＰ３０１Ｍ（特定小電力ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ）
1 送信周波数      ４２１．５７５０～４２１．７８７５ＭＨｚ
2 受信周波数      ４４０．０２５０～４４０．２３７５ＭＨｚ
12． ５ＫＨｚステップで１８チャンネル
3 電波形式          Ｆ３Ｅ
4 通信方式          半複信方式（セミデュープレックス）
5 定格電圧          ＤＣ１３．８Ｖ 

                             動作電圧範囲（ＤＣ１１．０～１６．０Ｖ）
5 消費電流          待受時        約   ５０ｍＡ
                            受信時        約 １７０ｍＡ
                            送信時        約 １７０ｍＡ
6 送信出力          １０ｍＷ以下
7 受信方式          ダブルスーパーヘテロダイン
8 動作温度範囲      －１０℃～＋５０℃
9 動作湿度範囲      結露しないこと     ※ 筐体防雨構造
10 外形寸法         (W)１６０×(H)３６０×(D)１００（ｍｍ）
                     （突起物含まず）
11 本体重量          約１．２ｋｇ
12 ﾁｬﾝﾈﾙ設定方法     本体手動切替方式
· 推奨子機        ＦＴＨ－３０１Ｍ (BOOMER PRO)
                         　  　  ＦＴＨ－２０５、ＦＴＨ－２０８、ＰＫ－４１０
                            ＨＸ８１５，ＨＸ８１１，ＨＸ８０９
                       ★（仕様については、予告無く変更する事がございます。）

YRP301M
COM･PASS
special
導入マニュアル
第一版
平成  年  月  日
株式会社 スタンダード
_991662001.doc
������������������������������������������������




